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２
月
17
日
付
の
埼
玉
新
聞
に

「
施
設
整
備
に
地
域
差
」
の
見
出

し
で
、
埼
玉
県
内
の
備
蓄
倉
庫
の

設
置
状
況
が
低
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
本
市
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

現
在
、
市
内
54
箇
所
の
避
難
所

に
お
い
て
、
27
箇
所
で
防
災
備
蓄

倉
庫
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
設
置
計
画
に
つ
い
て
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
は
、

す
べ
て
の
指
定
避
難
所
に
整
備
で

き
る
よ
う
、
平
成
25
年
度
に
計
画

を
立
て
、
平
成
26
年
度
よ
り
順
次

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

次
に
、
備
蓄
品
の
追
加
品
目

及
び
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
食
材
や

機
関
で
あ
り
、
特
に
教
職
員
の
採

用
等
に
関
し
て
任
命
権
者
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を

持
っ
て
い
る
。
本
制
度
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
の
教

職
員
人
事
権
と
の
整
合
性
の
問
題

も
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

現
在
、
市
内
24
の
小
中
学
校
で

は
、
小
中
連
携
教
育
を
展
開
し
て

お
り
、
こ
の
動
向
と
あ
わ
せ
て
先

進
地
域
の
調
査
研
究
を
も
と
に
、

今
後
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
条
例
に
基
づ
か
な
い
付
属
機
関

弁
当
の
日
は
、
平
成
13
年
香

川
県
滝
宮
小
学
校
で
始
め
た
取
り

組
み
で
、
徐
々
に
全
国
に
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
弁
当
を
自
分
で
作

る
こ
と
に
よ
り
、
食
材
に
含
ま
れ

る
成
分
や
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等

の
理
解
も
深
ま
り
、
自
分
自
身
で

管
理
す
る
能
力
も
大
幅
に
高
ま

る
。
ま
た
、
食
を
通
じ
、
生
き
物

武
蔵
水
路
を
利
用
し
た
水
力

発
電
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法

人
水
資
源
機
構
に
お
い
て
、
既
に

水
力
発
電
の
実
現
に
向
け
た
調
査

研
究
に
着
手
し
て
い
る
の
で
、
引

き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
市
民
の
安
心
･
安
全

国
民
健
康
保
険
税
の
低
所
得

者
軽
減
措
置
の
拡
大
が
、
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
既
に

県
内
39
市
中
27
市
が
軽
減
拡
大
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
が
こ
れ
を

怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
３
年
間
で
約

９
５
０
０
万
円
の
市
民
負
担
が
発

生
し
た
こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
独

立
採
算
で
運
営
す
る
の
が
原
則
で

あ
り
、
本
市
で
は
、
毎
年
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
収
支
の

均
衡
を
保
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
ま
た
、
国
保
加
入
者
は
、

市
民
全
体
の
３
割
で
あ
り
、
税
負

担
の
公
平
性
か
ら
、
こ
れ
以
上
繰

入
金
を
増
や
す
こ
と
は
望
ま
し
く

な
い
と
考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
保

財
政
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
国

保
税
率
の
改
正
、
低
所
得
者
軽
減

の
拡
大
及
び
賦
課
限
度
額
の
引
き

上
げ
を
あ
わ
せ
た
審
議
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
国
に
お
け
る
消
費
税

増
税
の
動
向
等
を
勘
案
し
、
国
保

税
率
の
改
正
は
当
面
見
送
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
高
崎
線
踏
切
の
安
全
対
策

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
か
ら
鴻
巣
寄
り

の
壱
里
山
町
地
内
の
踏
切
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
進
捗
が
見

ら
れ
な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。行

田
警
察
署
で
は
、
現
在
こ

の
踏
切
に
接
す
る
他
の
道
路
も
合

わ
せ
た
踏
切
周
辺
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
平
成

24
年
度
内
に
踏
切
周
辺
の
交
通
安

全
対
策
案
を
作
成
し
、
市
と
協
議

を
行
っ
た
後
、
平
成
25
年
度
に
公

安
委
員
会
に
申
請
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
行
田
警
察

署
と
連
携
し
、
安
全
対
策
の
早
期

実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
市
長
の
政
治
姿
勢

に
対
す
る
感
謝
や
作
る
過
程
に
お

い
て
家
族
へ
の
感
謝
も
生
ま
れ
る

と
考
え
る
が
、
本
市
教
育
委
員
会

と
し
て
、
小
中
学
校
で
弁
当
の
日

を
実
施
し
、
食
育
に
取
り
入
れ
る

予
定
は
あ
る
か
。

弁
当
の
日
を
設
け
る
こ
と
に

よ
り
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
芽
生
え
、
家
族
の
き
ず
な
が

深
ま
り
、
健
康
に
よ
い
食
材
を
選

ぶ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
子
ど
も
達

へ
の
効
果
は
理
解
し
て
い
る
。

弁
当
の
日
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
市
全
体
と
し
て
取
り
組
む
計

画
は
現
時
点
で
は
な
い
が
、
各
学

校
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
す
る
場

合
は
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●
自
然
環
境
を
活
か
し
た
発
電
事

業
の
推
進

栃
木
県
岩
舟
町
に
あ
る
ベ
ル

シ
オ
ン
と
い
う
画
期
的
な
風
車
を

取
り
扱
う
会
社
を
視
察
し
た
が
、

既
存
の
風
車
と
は
大
き
く
異
な
る

こ
れ
ま
で
の
常
識
が
覆
る
も
の
で

あ
り
、
風
力
、
水
力
発
電
の
新
た

な
可
能
性
を
強
く
感
じ
た
。

本
市
の
恵
ま
れ
た
環
境
、
自
然

を
生
か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
を
行
う
上
で
、
こ
れ
ら
の
最
先

端
技
術
を
取
り
入
れ
、
武
蔵
水
路

で
の
水
力
発
電
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
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